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「これはわたしの体である」

（マルコ14:12～26）

挽地茂男
2019.6.16 日本基督教団・千歳丘教会

ペンテコステ礼拝の直前まで、

マルコ１３章の「小黙示録」を読

んでおりました。「小黙示録」の

結びの部分１３章の３３－３７節

はすでに(2018.11.18)読みました

し、１４章１－１１節の「ナルド

の香油」の物語もすでに(2019.4.

7)読んでおりますので、今週はい

きなり「最後の晩餐」の物語とい

うことになりました。最後の晩餐

は聖餐式が制定された食事として

重要な意味を持っていますが、元

来はユダヤ教徒が過越祭の際に祝

う、過越の食事です。それゆえ、

過越の食事であったということ

が、聖餐式の意味にとっても大切

なのです。

この過越祭と呼ばれるユダヤ教

のお祭りは、ユダヤ人にとって大

切な祭でありまして、現代でも大

切に祝われております。その過越

祭の晩餐会の式次第はその内容と

順序が非常に細かく規定されてい

るのですが、その中に過越祭の「物

語」（ハガダー）というプログラ

ムがありま

す。そこに

来ますと、

晩餐会を主

宰しており

ますその家

の家長が冒

頭次のよう

に宣言いた

します。「い

つの世にあ

っても、人

は自らをエ

ジプトを脱

出したもの

のように自

分目身を見

なさなけれ

ば な ら な

い」。つまり、ユダヤ教徒はこの

過越の食事において、まず「エジ

プトを脱出した者」という言い方

で、(1)自分自身の救いの根拠を

確認しているのです。そしてさら

にこの宣言は、その救いを与えて

くださった(2)主への信頼と感謝

と謙遜を保つように戒めているの

です。この救いがなければ今ここ

に立っていることのできない存在

であることを認めるように、間接
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的に命じているのです。そしてこ

のようにして、過越祭を祝うこと

によって、(3)個人と共同体のア

イデンティティが確認されていっ

たのです。

宗教にとって儀礼というものは

非常に大切なものですが、特に食

物を用いる「食物儀礼」はどの宗

教でも重要な意味を持っていま

す。食物儀礼は二つの要素から成

り立ちます。一つは「供犠」神様

に向かって献げるあるいはお供え

するという要素です。もう一つは

「共餐」あるいは「共食」、つま

りお供えをした物を、今度は、神

様の側からいただいて、信徒の間

で分かち合っていただくという要

素です。いったん神様にお供えし

て聖別された「聖なる食物」を媒

介として、神と人間との間にさら

に人間同志の間に、いわば血の絆

とも言うべき連帯性が生まれるこ

とを象徴的に意味するのです。そ

こには「同じ釜の飯を食った仲間」

以上の連体性が生まれるのです。

ラドクリフ＝ブラウン ( A. R.
Radc1iffe-Brown) という人類学者

が次のようなことを言っておりま

す。「宗教儀礼は集団成員の心の

中に一定の感情体系を保たせる手

段であるから、儀礼がないとこれ

らの感情は存続させることは出来

ないし、これらの感情がないと集

団組織も存続することができな

い」(一部、訳語変更)。さてユダ

ヤ人の民族的な連帯感がいっそう

高まる、除酵祭から過越祭にかけ

てのことでした。１２－１６節。

14:12 除酵祭の第一日、すなわち

過越の小羊を屠る日、弟子たちが

イエスに、「過越の食事をなさる

のに、どこへ行って用意いたしま

しょうか」と言った。14:13 そこ

で、イエスは

次のように言

って、二人の

弟子を使いに

出された。「都

へ行きなさい。

すると、水が

めを運んでい

る男に出会う。その人について行

きなさい。14:14 その人が入って

行く家の主人にはこう言いなさ

い。『先生が、「弟子たちと一緒に

過越の食事をするわたしの部屋は

どこか」と言っています。』14:15

すると、席が整って用意のでき

た二階の広間を見せてくれるか

ら、そこにわたしたちのために準
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備をしておきなさい。」14:16 弟

子たちは出かけて都に行ってみる

と、イエスが言われたとおりだっ

たので、過越の食事を準備した。

過越祭は、ユダヤ教最大の祭です。

除酵祭も含めて８日間続きます。

これは出エジプトを記念する祭

で、イスラエルの人々がエジプト

での奴隷状態から解放された紀元

前１２５０年頃の出来事を記念し

ています。出エジプト記１２章１

－２０節にこの過越祭の食事の規

定が書かれています。過越祭はイ

スラエルの正月の祭、ユダヤの春

の大祭で、敬虔なユダヤ人は大本

山エルサレム神殿に参詣します。

外地に住むユダヤ人も多くがこの

祭のために長旅をしてエルサレム

神殿にやってきます。ルカによる

福音書には主イエスの家族が「ガ

リラヤ巡礼団」に加わってエルサ

レム神殿を訪れた時のことが書か

れています(2:41-52)。これは日

本でいう「講」や「講社」のよう

なもので、神仏を祀り、または参

詣するために組織する団体(巡礼

団)です。関東の近場では、大山、

高尾山に参る「講」。有名なとこ

ろでは、伊勢神宮を参詣するため

の伊勢講、京都の伏見稲荷を代表

とする稲荷神社に参詣する稲荷

講、弘法大師(や伝教大師)のゆか

りのある寺院や事蹟を巡る大師講

などがあります。ルカ福音書２章

４２節には「慣習に従って｣とい

う表現で、ヨセフ・マリア・イエ

スの一家が神への敬虔の表現とし

てエルサレムに上る慣習（しきた

り）を大切にしていたことが記さ

れます。２章４１－４２節。

ルカ 2:41 さて、両親は過越祭に

は毎年エルサレムへ旅をした。2:

42 イエスが十二歳になったとき

も、両親は祭りの慣習に従って都

に上った。

イスラエルの民が大切にしてい

る過越祭の精神とは何でしょう

か。それは出エジプトの出来事に

見ることができます。つまり出エ

ジプトとはまず、先ほど申しまし

たように、(1)エジプトの奴隷状

態からの解放を意味します。つま

り過越祭は、神の救いを再確認す

る機会となるのです。そしてイス

ラエルの民という集団が共有する
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共通価値が確認されます。そうし

ますと結果として、この過越祭と

いう(2)儀礼によって集団的結束

力が高められていくことになるの

です。イスラエルの民は、神の救

いの共同体としての意識を強めて

いくのです。教会(ejkklhsiva)とは

「呼び出された者の集まり」とい

う意味ですが、同様に聖餐式は、

主イエスの十字架

の 出 来 事 に よ っ

て、罪の縄目から

解放され、救いの

共同体としての意

識を強めるのです。

もう少し過越祭についてみてお

きましょう。過越祭の中心となる

のはやはり過越の食事です。その

過越の食事の規定を記した出エジ

プト記１２章１－１４節を見てお

きましょう。

12:1 エジプトの国で、主はモー

セとアロンに言われた。12:2 「こ

の月をあなたたちの正月とし、年

の初めの月としなさい。12:3 イ

スラエルの共同体全体に次のよう

に告げなさい。『今月の十日、人

はそれぞれ父の家ごとに、すなわ

ち家族ごとに小羊を一匹用意しな

ければならない。12:4 もし、家

族が少人数

で小羊一匹

を食べきれ

ない場合に

は、隣の家

族と共に、人数に見合うものを用

意し、めいめいの食べる量に見合

う小羊を選ばねばならない。12:5

その小羊は、傷のない一歳の雄

でなければならない。用意するの

は羊でも山羊でもよい。12:6 そ

れは、この月の十四日まで取り分

けておき、イスラエルの共同体の

会衆が皆で夕暮れにそれを屠り、

12:7 その血を取って、小羊を食

べる家の入り口の二本の柱と鴨居

に塗る。12 : 8

そしてその夜、

肉を火で焼いて

食べる。また、

酵母を入れない

パンを苦菜を添

えて食べる。12:9 肉は生で食べ

たり、煮て食べてはならない。必

ず、頭も四肢も内臓も切り離さず

に火で焼かねばならない。12:10

それを翌朝まで残しておいてはな

らない。翌朝まで残った場合には、

焼却する。12:11 それを食べると

きは、腰帯を締め、靴を履き、杖

スルバラン「神の小羊」
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を手にし、急い

で食べる。これ

が主の過越であ

る。12:12 その

夜、わたしはエ

ジプトの国を巡

り、人であれ、

家畜であれ、エジプトの国のすべ

ての初子を撃つ。また、エジプト

／のすべての神々に裁きを行う。

わたしは主である。12:13 あなた

たちのいる家に塗った血は、あな

たたちのしるしとなる。血を見た

ならば、わたしはあなたたちを過

ぎ越す。わたしがエジプトの国を

撃つとき、滅ぼす者の災いはあな

たたちに及ばない。12:14 この日

は、あなたたちにとって記念すべ

き日となる。あなたたちは、この

日を主の祭りとして祝い、代々に

わたって守るべき不変の定めとし

て祝わねばならない。

過越の食事のイメージを整理して

おきましょう。まず(1)繰り返し

ますが、奴隷の状態からの解放、

つまり救いのイメージです。そこ

には(2)救いにとって決定的とな

る小羊と小羊の血のイメージが出

てきます。このイメージが新約聖

書では、イエスの十字架上の血の

Dieric Bouts,"Feast of Passover" 1464-67

イメージに重なります。そして(3)

苦難のイメージです。先ほど読み

ました１２章８節には「苦菜」が

出てきます。過越の食事では、イ

スラエルの民が経験した苦難を想

起するために、「苦菜」を食事の

一部として食べます。そして過越

には(4)出発のイメージが明確に

出てきます。奴隷の状態から自由

へ、苦難から解放への「旅立ち」

のイメージです。また１２章１１

節にはこう書かれます。

食べるときは、腰帯を締め、靴を

履き、杖を手にし、急いで食べる。

服装も整えてしかも杖までもっ

て、つまり旅支度をして、しかも

奴隷と苦難の土地を逃れる者のよ

うに「急いで食べる」のです。

このような過越の食事を主イエ

スと弟子たちはしようとしていた

のです。その準備に先立って弟子

たちはこう質問します。１２節ｂ。

「過越の食事をなさるのに、どこ

へ行って用意いたしましょうか。」

これを受けて主イエスは、２人の

弟子たちに指示を与えて派遣しま

す。１３節。「都へ行きなさい。

すると、水がめを運んでいる男に

出会う〔当時、水瓶を運ぶのはふ

つう女性の仕事でしたから、それ
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が分別特徴となります〕。その人

について行きなさい。」そして１

４節「その人が入って行く家の主

人にはこう言いなさい。『先生が、

「弟子たちと一緒に過越の食事を

するわたしの部屋はどこか」と言

っています。』」主イエスとこの主

人とは既知の間柄で、以前に「今

度の過越にエルサレムに行くか

ら、どうぞよろしく」とすでに依

頼がなされていた、などと色々な

説明がされますが、想像の域を出

ません。みなさんは、この場面を

読みながら、どこかで似たような

記事をお読みになったと感じてお

られませんか。あのエルサレム入

城の際の「ロバの調達」の記事で

す。１１章１－７節。

11:1 一行がエルサレムに近づい

て、オリーブ山のふもとにあるベト

ファゲとベタニアにさしかかったと

き、イエスは二人の弟子を使いに

出そうとして、 11:2 言われた。「向

こうの村へ行きなさい。村に入ると

すぐ、まだだれも乗ったことのな

い子ろばのつないであるのが見つ

かる。それをほどいて、連れて来

なさい。 11:3 もし、だれかが、

『なぜ、そんなことをするのか』

と言ったら、『主がお入り用なので

す。すぐここにお返しになります』

と言いなさい。」 11:4 二人は、出

かけて行くと、表通りの戸口に子ろ

ばのつないであるのを見つけたの

で、それをほどいた。 11:5 する

と、そこに居合わせたある人々が、

「その子ろばをほどいてどうする

のか」と言った。 11:6 二人が、

イエスの言われたとおり話すと、

許してくれた。 11:7 二人が子ろ

ばを連れてイエスのところに戻って

来て、その上に自分の服をかける

と、イエスはそれにお乗りになった。

この二つの出来事に共通する要素

は２つ。１つはどちらも①主イエ

スの先見性を表現しており、２つ

目はどちらにも②「主の御業がな

されるときには備えがある」とい

うメッセージを伝えていることで

す。教会が主の導きに従って主の

御業をなそうとするときには、必

ず備えがある、主はそれをご存じ

なのです。必要なものは必ず与え
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られる、ということなのです。

過越の食事をする部屋に話をも

どしましょう。１５節。「すると、

席が整って用意のできた二階の広

間を見せてくれるから、そこにわ

たしたちのために準備をしておき

なさい。」このような指示に従っ

て「弟子たちは出かけて都に行っ

てみると、イエスが言われたとお

りだった」のです(v.16a)。こう

して弟子たちは、主イエスが言わ

れたとおり「過越の食事を準備し」

ます(v.16b)。事前に備えられた

ロバ、事前に整えられた部屋。「主

の御業に備えあり」なのです。教

会の活動や行事の計画を立てる時

に、いつも経験します。御心を確

信すると、同時に必要なものが与

えられるという信仰が与えられま

す。おまけに何か支障になること

が生じたり、妨害が入るとますま

す御心を確信します。

主のために部屋は整えられてい

ました。この部屋で過越の食事が

祝われるのです。今一度、過越の

食事を取り巻いているイメージを

整理しておきましょう。出エジプ

トを背景にしたその食事には、ま

ず第１に、①救いのイメージです。

そして第２に、②救いをもたらす

小羊のイメージ、そして第３に③

苦難のイメージです。これはキリ

ストの苦難とも重なります。そし

て第４に、④新しい出発のイメー

ジです。

さて夕方になって、主イエスの

十二弟子の一行は食事の席に着き

ます。１７節。

14:17 夕方になると、イエスは十

二人と一緒にそこへ行かれた。

主イエスが「十二人と一緒にそこ

へ行かれた」(v.17)と言われてい

ますが、準備のために先行した２

人の弟子はまだ町にいるはずだか
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ら、「十人」ではないのか、とも

考えられますが、あるいは、彼ら

はすでに町から主イエスの許に戻

って、あらた

めてイエスに

同行して食事

の席に着いた

とも考えられます。どちらなのか

は分かりませんが、いずれにしろ、

「十二人」という表現は――別の

表現も取りながら――強調的に反

復されています。つまり十二人と

は主イエスと最も親しい関係にあ

る弟子集団のことです。その最も

親しい弟子集団の中から裏切り、

離反が生じると主イエスは語り出

すのです。１８節。「一同が席に

着いて食事をしているとき、イエ

スは言われた。「はっきり言って

おくが、あなたがたのうちの一人

で、わたしと一緒に食事をしてい

る者」が主イエスを裏切ろうとし

ている、と言われます。この少し

先の２０節では、「十二人のうち

の一人で」と「十二」を繰り返し、

さらに「わたしと一緒に鉢に食べ

物を浸している者がそれだ」と親

密な弟子集団の中から裏切り、離

反が生じることを強調するので

す。

食事は関係の親密さを表わすの

に、特別な意味を持っている場合

があります。日本語でも「同じ釜

の飯を食った仲間」という表現は、

関係の親密さを表す表現の１つで

す。わたしの恩師が東京外語大学

の学生だった頃、中近東から２人

留学生が来ていて、日本人学生と

も仲良くしていたそうです。しか

し普段はとても仲良くしているの

ですが、昼食時になると２人して

いなくなってしまうのだそうで

す。ユダヤ教かイスラームか何の

宗教かは分からないのですが、彼

らには異教徒とは一緒に食事がで

きない、という戒律があったそう

です。「今時」と思うかも知れま

せんが、今でも異教徒との過度の

接触や交流――食事がそうだとい

うのは信じがたいですが――を禁

じる宗教は存在します。こういう

慣習は初期のキリスト教の一部に
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もありましたし(Cf.ガラテヤ書)、

ユダヤ教の中にもありました。例

えば、死海のほとりにあったクム

ラン教団の入団規定では、入団す

るまでの最初の１年は試験期間で

共同体のメンバーとは認められま

せん。しかし１年の試験期間が終

わると洗浄式〔洗礼式の元型と言

われています〕を受けてさらに２

年を非正規のメンバーとして過ご

します。そしてこの２年が終わると

初めて、共同体のメンバーと同じ

食卓に着くことができるのです。実

に共同の食卓、共食に与るまでに

３年の修養期間を要するのです。

逆に考えれば、食事を共にすると

はそれほどの親密さを表わすこと

でもあるのです。ユダによる裏切

りを「食卓の共が裏切った」と表

現するのは、食卓を一緒にするよ

うな親密な関係の者が裏切った、

あり得ないことが起ったというこ

とを表現しているのです。

主イエスは、自分(人の子)の運

命を左右する者――祭司長や律法

学者への「引き渡し」に参与する

者――が至近距離で同席している

ことを明らかにします。「あなた

がたのうちの一人で、わたしと一

緒に食事をしている者が、わたし

を裏切ろうとしている」(v.18)。

主イエスは大変なことを口にして

いるのです。当然、弟子たちのう

ちに動揺がはしります。１９節。

「弟子たちは心を痛めて、『まさ

かわたしのことでは』と代わる代

わる言い始めた」。それでも主イ

エスは、さらにたたみかけるよう

に、「十二人のうちの一人で、わ

たしと一緒に鉢に食べ物を浸して

いる者がそれだ」(v.20)と加えま

す。しかし主イエスは、その裏切

る者の卑劣な行為によって、聖書

が成就する、と語ります。「人の

子は、聖書に書いてあるとおりに、

去って行く。だが、人の子を裏切

るその者は不幸だ。生まれなかっ

た方が、その者のためによかった

(o{ti oJ me;n uiJo;" tou' ajnqrwvpou uJpavgei

kaqw;" gevgraptai peri; aujtou', oujai; de;

tw'/ ajnqrwvpw/ ejkeivnw/ di! ou| oJ uiJo;" tou'

ajnqrwvpou paradivdotai: kalo;n aujtw'/ eij

o u j k e j g e n n h v q h o J a [ n q r w p o "クムラン教団・遺跡
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ejkei'no". )」。裏切る者の主体的な

裏切り行為と、聖書の言葉の成就

が同時に起こると語ります。新共

同訳はすんなりと訳しすぎている

ので、裏切りと聖書の成就の関係

が見づらくなっています。２１節

を、義智故知亡くなりますが、直

訳をしておきます。「人の子は彼

について聖書の書かれているとお

り去って行く。しかしその人は不

幸だ。なぜなら人の子は彼によっ

て引き渡されるからだ。その人が

生まれなかったのなら、その方が

彼にとって良かったのだ。」裏切

る者の主体的な裏切りの行為は、

その結果聖書が成就したとして

も、その卑劣な罪が割引されるの

ではありません。「人の子を裏切

るその者は不幸だ。生まれなかっ

た方が、その者のためによかった」

という呪いにも似た言葉が彼に投

げかけられるのはそのためなので

す。しかし、その卑劣漢を裁くこ

とはわたしたちの仕事ではありま

せん。わたしたちが、心にすべき

ことは、人間の歴史には、人間の

行う卑劣な行為を通してさえ、神

の御心が成就していくという一面

があるということなのです。直接

的な事態を超えた、より大きな神

の御心のうねりがあるということ

なのです。

主イエスは、自分が裏切る者が

いる席で、聖餐を制定されます。

何故でしょうか。裏切る者も聖餐

への招きから除外されていないの

です。〔ヨハネ福音書は最後の晩

餐の場面から、裏切るユダをさら

せている。しかしヨハネ福音書で

は最後の晩餐で聖餐の制定はなさ

れない。〕聖餐は主イエスの救い

を確信する者にとっては意味ある

物となるのです。裏切り者にすべ

ての救いの窓口が閉ざされたので

はないのです。聖餐は外に向かっ

て開かれています。しかし聖餐は

十字架を通って接近する以外に、

意味あるものとならないのです。

今読みました１７－２１節は弟子

の裏切りを預言しました。そして

２７－３１節は、弟子たちの全員

が主イエスを知らないと否認し、

主イエスを捨てて逃げてしまうこ

聖餐制定
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とが預言されます。「裏切りの預

言」と「否認の預言に」はさまれ

た２２－２６節の置かれているの

が、聖餐制定の記事なのです。聖

餐の制定の中心に主イエスの死が

置かれるのは、もはや明らかです。

主イエスはパンをとって、その

パンに特別な意味を込めて語り出

します。２２－２６節。

14:22 一同が食事をしていると

き、イエスはパンを取り、賛美の

祈りを唱えて、それを裂き、弟子

たちに与えて言われた。「取りな

さい。これはわたしの体である。」

14:23 また、杯を取り、感謝の祈

りを唱えて、彼らにお渡しになっ

た。彼らは皆その杯から飲んだ。

14:24 そして、イエスは言われた。

「これは、多くの人のために流さ

れるわたしの血、契約の血である。

14:25 はっきり言っておく。神の

国で新たに飲むその日まで、ぶど

うの実から作ったものを飲むこと

はもう決してあるまい。」14:26

一同は賛美の歌をうたってから、

オリーブ山へ出かけた。

パンと杯は、救いのために献げ

られる主イエスの体と流された血

を象徴すると同時に、過越祭で屠

られ食される小羊の肉と血にイメ

ージと重なります。救いは犠牲な

くしては成就しなかったのです。

聖餐式は、そのことを忘れずに、

いつも心に刻みつけているための

儀式(儀礼･聖礼典)なのです。ル

カによる福音書は、はっきりとそ

のことを述べています。２２章１

９節。主イエスは「わたしの記念

としてこのように行いなさい」と

語ります。〔22:19 tou'to poiei'te

eij" th;n ejmh;n ajnavmnhsin. C f.Ⅰコリ

11:24〕。記念という言葉は〈アナ

ムネーシス〉、思い起こすこと(想

起)を意味する言葉です。つまり

主イエスの死を思い起こすので

す。その死が徹底して死が語られ

る生涯とは、その逆に、徹底して

その人が生きていたことの大切さ

が意識されている生涯のことで

す。「わたしを思い起こすために

このことを行いなさい」(ルカの

言葉の直訳です)。思い起こすの
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は、想起するのは、その死を語る

のは、その生が尊いからであり、

いとおしいからであり、大切だか

らであり、かけがいのないものだ

からです。だからこそ繰り返し語

られるのです。繰り返し聖餐式と

して祝われるのです。徹底して死

を語ることは、徹底してその生を

語ることだからです。その生涯が

人間として生きられたことの重要

性を確認することになるのです。

そしてそれを確認することによっ

て「出会い」が生じるのです。松

永希久夫という新約学者がこのよ

うなことを行っています(『歴史

の中のイエス像』229頁）

「福音書伝承も、福音書も、初代

教会の生活・活動の中から出てき

ました。教会の“生活の座”すな

わち、礼拝がその中心にあるので

すが、そこで繰り返されている過
、

去の人ナザレ人イエスの記憶の想
、 、 、

起（アナムネーシス）と、想起と

いう形での現在の人主イエス・キ
、 、 、 、

リストとの出会いの内から伝承も

福音書も産まれてきたのであり、

また、そうした伝承――のちには

福音書――を媒介に“記憶の想起

”と“想起という形での出会い”

が成立してきたのであります。福

音書という文学類型の性質はそこ

に求められるのです。」礼拝では、

聖餐式でも、福音書(聖書)が読ま

れまた説教されます。そのことに

よって、過去の主イエスの生前の

出来事が想起されます(思い起こ

させられます)。想起される(思い

起こされる)ことによって、礼拝

者にとって主イエスが現在の人と

して再び立ち現れるのです。福音

書のもつ書物としての特長と力と

は、その出会いを再生産し続ける

所にあるのです。

聖餐は、わたしたちの生きる現

在に、主イエスの最後の晩餐とさ

らには過越とを結びつけると同時

に、２５節で主イエスが「14:25

はっきり言っておく。神の国で新
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たに飲むその日まで、ぶどうの実

から作ったものを飲むことはもう

決してあるまい」と語った未来の

神の国での祝宴とを結びつけるの

です。過去と現在と未来とが三重

に重なり合って、今を意味づけて

いるのです。過去と現在と未来を

重ねつつ、与えられた「今」を生

きる者として、新しい一週間に歩

み出してまいりましょう。

（祈り）慈愛の神よ、私たちがイ

エス・キリストの生涯を通して示

されるあなたの恵みを感謝しま

す。思い起こすたびごとに、心暖

められ、新しい出発を決意するこ

とができることを感謝します。

2019.6.16 日本基督教団・千歳丘教会
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14:12 除酵祭の第一日、すなわち

過越の小羊を屠る日、弟子たちが

イエスに、「過越の食事をなさる

のに、どこへ行って用意いたしま

しょうか」と言った。

14:13 そこで、イエスは次のよう

に言って、二人の弟子を使いに出

された。「都へ行きなさい。する

と、水がめを運んでいる男に出会

う。その人について行きなさい。

14:14 その人が入って行く家の主

人にはこう言いなさい。『先生が、

「弟子たちと一緒に過越の食事を

するわたしの部屋はどこか」と言

っています。』

14:15 すると、席が整って用意の

できた二階の広間を見せてくれる

から、そこにわたしたちのために

準備をしておきなさい。」

14:16 弟子たちは出かけて都に行

ってみると、イエスが言われたと

おりだったので、過越の食事を準

備した。

14:17 夕方になると、イエスは十

二人と一緒にそこへ行かれた。

14:18 一同が席に着いて食事をし

ているとき、イエスは言われた。

「はっきり言っておくが、あなた

がたのうちの一人で、わたしと一

緒に食事をしている者が、わたし

を裏切ろうとしている。」

14:19 弟子たちは心を痛めて、「ま

さかわたしのことでは」と代わる

代わる言い始めた。

14:20 イエスは言われた。「十二

人のうちの一人で、わたしと一緒

に鉢に食べ物を浸している者がそ

れだ。

14:21 人の子は、聖書に書いてあ

るとおりに、去って行く。だが、

人の子を裏切るその者は不幸だ。

生まれなかった方が、その者のた

めによかった。」

14:22 一同が食事をしていると

き、イエスはパンを取り、賛美の

祈りを唱えて、それを裂き、弟子

たちに与えて言われた。「取りな

さい。これはわたしの体である。」

14:23 また、杯を取り、感謝の祈

りを唱えて、彼らにお渡しになっ

た。彼らは皆その杯から飲んだ。

14:24 そして、イエスは言われた。

「これは、多くの人のために流さ

れるわたしの血、契約の血である。

14:25 はっきり言っておく。神の

国で新たに飲むその日まで、ぶど

うの実から作ったものを飲むこと

はもう決してあるまい。」

14:26 一同は賛美の歌をうたって

から、オリーブ山へ出かけた。
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14:12 Kai; th'/ prwvth/ hJmevra/ tw'n

a jzu vmwn, o {te to; pavsca e[quon,

levgousin aujtw'/ oiJ maqhtai; aujtou', Pou'

qevlei" ajpelqovnte" eJtoimavswmen i{na

favgh/" to; pavsca_

14:13 kai; ajpostevllei duvo tw'n

maqhtw'n aujtou' kai; levgei aujtoi'",

@Upa vgete ei j" th ;n po vlin, kai ;

ajpanthvsei uJmi'n a[nqrwpo" keravmion

u{dato" bastavzwn: ajkolouqhvsate

aujtw'/

14:14 kai; o{pou eja;n eijsevlqh/ ei[pate

tw'/ oijkodespovth/ o{ti @O didavskalo"

levgei, Pou' ejstin to; katavlumav mou

o{pou to; pavsca meta; tw'n maqhtw'n

mou favgw_

14:15 kai; aujto;" uJmi'n deivxei ajnavgaion

mevga ejstrwmevnon e{toimon: kai; ejkei'

eJtoimavsate hJmi'n.

14:16 kai; ejxh'lqon oiJ maqhtai; kai;

heij" th;n povlin kai; eu|ron kaqw;"

eiaujtoi'" kai; hJtoivmasan to; pavsca.

14:17 Kai; ojyiva" genomevnh" e[rcetai

meta; tw'n dwvdeka.

14:18 kai; ajnakeimevnwn aujtw'n kai;

ejsqiovntwn oJ !Ihsou'" ei, !Amh;n levgw

uJmi'n o{ti ei|" ejx uJmw'n paradwvsei me oJ

ejsqivwn met! ejmou'.

14:19 h[rxanto lupei'sqai kai; levgein

aujtw'/ ei|" kata; ei|", Mhvti ejgwv_

14:20 oJ de; ei\pen aujtoi'", Ei|" tw'n

dwvdeka, oJ ejmbaptovmeno" met! ejmou'

eij" to; truvblion.

14:21 o{ti oJ me;n uiJo;" tou' ajnqrwvpou

uJpavgei kaqw;" gevgraptai peri; aujtou',

oujai; de; tw'/ ajnqrwvpw/ ejkeivnw/ di! ou| oJ

uiJo;" tou' ajnqrwvpou paradivdotai:

kalo;n aujtw' / eij oujk ejgennhvqh oJ

a[nqrwpo" ejkei'no".

14:22 Kai; ejsqiovntwn aujtw'n labw;n

a[rton eujloghvsa" e[klasen kai; e[dwken

aujtoi'" kai; ei\pen, Lavbete, tou'tov

ejstin to; sw'mav mou.

1 4 : 2 3 k a i ; l a b w ; n p o t h v r i o n

eujcaristhvsa" e[dwken aujtoi'", kai;

e[pion ejx aujtou' pavnte".

14:24 kai; eiaujtoi'", Tou'tov ejstin to;

a i | m a v mo u th ' " d iaqh v kh" to ;

ejkcunnovmenon uJpe;r pollw'n.

14:25 ajmh;n levgw uJmi'n o{ti oujkevti ouj

mh; pivw ejk tou' genhvmato" th'"

ajmpevlou e{w" th'" hJmevra" ejkeivnh"

o{tan aujto; pivnw kaino;n ejn th' /

basileiva/ tou' qeou'.

14:26 Kai; uJmnhvsante" ejxh'lqon eij" to;

#Oro" tw'n !Elaiw'n.


